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１ はじめに
銀河中心付近
星やガスの回転速度が中心からの距離に比例して速くなる
剛体回転として観測

銀河周辺部
回転速度がほぼ一定となる平坦な回転曲線として観測
ダークマターの存在を示唆するものとして注目されている

銀河の回転曲線を求める

渦状銀河NGC 3184の観測データをPythonで解析し、銀河の回転中心
の位置と傾きの方位角を決定 
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　　　図3　銀河モデル 
色の濃淡は視線速度の変化を表す

水素原子ガスが等しい視線速度を 
持つ領域： 
・銀河中心付近では並行線上に分布 
・周辺部では放射線状に分布 

実線矢印１本存在

銀河中心を通り、 
ガスの視線速度が一定

実線矢印に垂直な同一直線上に2本（点線矢印）存在 
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３ー１　手法
３　銀河中心の解析

３ー２　解析

実線矢印と点線矢印の交点が銀河中心

　　　図3　銀河モデル 
色の濃淡は視線速度の変化を表す

ガスの視線速度データの標準偏差が 
最も小さい線分見つける（実線矢印）

黒矢印に垂直で、剛体回転の領域の
データを除いたとき標準偏差が最も
小さい線分を見つける（点線矢印）
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図4-1　円による近似

① 
銀河の観測データにおける最大内接円の 
内側の領域を銀河の全体として近似 

３-３　Pythonによる解析
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点Pから動角170度～190度までの円周上の 
点Qに線分を引き、それぞれの線分における 
ガスの視線速度の標準偏差を求める

C

②実線矢印の特定
始線を円の中心Cと円周上の任意の点Pを
結んだ半直線とする

点Pを動角0度～180度まで動かし、 
同様の操作をそれぞれ行う

実線矢印は、ガスの視線速度の標準偏差が
最も小さい線分（線分P’Q’）

C

図５　実線矢印の特定7

得られた２線分の交点が銀河中心

③点線矢印の特定

剛体回転の領域のデータを除去して同様
の総当たりを行う

線分P’Q’に垂直な線分（点線）を引く

点線矢印は、ガスの視線速度の標準偏差が
最も小さい線分

④銀河中心の特定

P’

図６　点線矢印の特定

Q’
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結果

図７　NGC 3184の銀河中心

Center Point： 
求めたNGC 3184の銀河中心 

FIrst Line：実線矢印

Second LIne：点線矢印

Inner Circle：円近似
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今後の展望

・今後は、銀河回転の中心を解析の基準として、ダークマターの存在
　による銀河回転運動への影響をシミュレート、解析を行う

・本研究の解析方法による銀河中心の特定は、銀河の形状が円形で
　近似できることを前提にしているため、一般的な形状に対応する
　ための方法を検討する必要がある
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THINGS Data Products 

アメリカ国立電波天文台のVLA（超大
型電波干渉計群）で行われているプロ
ジェクト 

NGC 3184の水素原子ガスが出す波長
21 cmの電波輝線スペクトルのデータ
3)を利用

図1　VLA 

図2　NGC 3184（電波）3

２ データ

・図1VLA 1) https://public.nrao.edu/gallery/vla-panorama/ 
・図2NGC3184 2) https://www2.mpia-hd.mpg.de/THINGS/Data.html 
・使用データ、図4-1 3) https://www2.mpia-hd.mpg.de/THINGS/
Data_files/NGC_3184_NA_MOM2_THINGS.FITS 
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